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ナイルの河水
（A．　B．　C．）

　今から五千鹸年も大昔し，エジプトに丈華の花を嘆かせた人々は，共の國．1：

を南から北へ貫流し沃野を養ふ大ナイルの水量の，毎年一度の氾濫を，出門る

だけ正しく豫想する方法を色々と研究した結果，途に之れが太陽の運行と密接

に關話するものであることを知り，更に進んで此の太陽の運行は毎年の夏七月

の二天に亘星シリウスの出現するのを見るととによって最も精密に決定し得る

原理を忌忌したと傳へられる．

　此の因縁から見ると，ナイル河はエジプトの父であると共に，叉，世界の天

文學を生み出した母である．そして，晋しも今も，ナイル河は，やはり，同じ

二筋に無限の水をたSへ，黙々として流れつs，共のZi〈1：il：は・高く低く，晋し

ながらの年三攣動を見せてみる．

　最近報によると，昨1938年度のナイル河の氾濫は實に50年ぶりに大きV・水量

を齎した由．抑も，このナイル河は，源を赤道直一ドの・ギクトリや湖に甚し，所

謂・白ナ’dル”の名の下磯多a）・Ziく流を合はせ，更に中途に於いてエチオビヤ

の山々から獲する“青ナイル”の河水をも加へて，遠く地中海に注ぐ・奮大陸

第一の大河であるが，・“白ナイル”の水量が1・ド中殆んど一定してみるに反し，青

ナイ．ル”はエチオビや地方の雨量の關係上，毎年夏期には著しく水量を」曾し・

己れが畢詰むかしからの有名なナイル河の氾濫として・下流の二二に脅威を與

へるものである．今は昔礎ぴ，ナイルの全流域にわたり・治水の技術カミ開け

遍信の道も毒毒し，エチオピヤの山中の観渕所から豪雨の警報を毒すると，ア

スワンあたりでは二週聞も以前に増水の豫知を可能ならレめる．叉，共のほか

ソバト，。ジ1レス，カ1ルトウム，アト・・ラ，・・ルファ・アスワン，カイロ
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あたり酬一一めて鋤り蹴舶アが設嚇軸・
り扱ふ如き綿密さを以って，ナイル河は調査されてるる．

鰍に微すると，ナイル河の畑§淑脚）られたのは醐己廓6・・年矯

であり函帆アラビ雌がエジプ隙陵征糺て1｝蹴蟻
622年からは，力一言近にニロメ｝タ遡力四白試し馳に・ヒ類穐

長年肋襯材料により・先6隔英國のH・H・Tttrnc「，　J・II・C・…q

E・　P・　B…ks購はナイ痢の潮煙の濁剛を漉して，2年ノう至・・6年。

種々の週期を獲凝した・此等の複雑；な現象の藁の原因が果して何であるカ、？

今燦明らかでは鯉れど沙なくとも勲焔分は萬綱鵬る礪
の濁臨すべきは言ふを訳ない・自llち・人類の．文徹蜘じて吠・イ）し

の研究は，結局，太陽より出でて，太陽に嘱す畜ものと言ふべきか！

〔211頁よ　り垂寅く〕

’ept一’一’一ptpt“pt’d’一pt一一一一’一一mx
で雌と廉し痴る自分だつた・然も→アマチユW博にも聰噸
にか墨れた自分を，有難くも息9た．

正i諸氏も試みられる事を御薦めする．（津．IY舐、雄）

　　　　　　　　本部・岡山・祠り1・大阪・京bi’各支部合同大場

　　　　　　　『倉敷天文堂見學と講演會』

適當な圃さへあれば，5c／轍び’撒でも賭搬脚しるから魂・脇

．VLVSn．

　　1．日時六月3日22時より1（晴雨不論）

　　1．會場　倉敷甫倉敷天暦憂（本部所ti三地）

懸紙鱗跡職離1劔：難懲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tv”
　　1，大會　1．「犬父ミ大陸政策」　　　　　・←r長　出本一誘IL生

　　　　　　1．「各支部交戦紐L談會」　　　　　司會　・水野千里先，k

　　　　　　1．「JLVF槻望會」（濃雨ノく巳il．ll：）　指導　岡林滋植ナ先生

散鰍一轍d∫内にて一7白・梱日大職酬「’農li∫同翅lll（殿公biの・後細

1蹴骨盤織101幅く阪紳に鵬セ嚥齢2喰糠欝一切・’・1


